
科
目
名 

ファッション

デザイン 

学年 ３年 
使
用
教
材 

【教科書】ﾌｧｯｼｮﾝﾃﾞｻﾞｲﾝ 文部科学省 
必修・選必 

ｺｰｽ選・ﾃﾞｻﾞｲﾝｺｰｽ必 
【副教材】ＡＦＴ色彩検定２級編 他 

単位数 ９単位 

学習目標 

 ファッションデザインの基礎、発想と表現法などに関する知識と技術を習得させ、ファッションを創

造的にデザインする能力と態度を育てる。 

学習方法 

 ○ 実践的・体験的な学習活動を通して、ファッションデザインに関する分野を科学的・総合的にと

らえていくことに努める。 

 ○ 実際の生活に生かせるよう、学んだことを自分自身の問題ととらえ、ファッションデザインの知

識・技術をよりよくするための工夫を考え、実践する。 

 ○ 授業で活用するワークシートを上手に活用して、学習が確実に自分のものとなるよう、より深い

理解をめざして取り組む。 

学習評価 

 ○ 次の４つ観点に基づき、学習内容のまとまりごとに評価を行い、学年末に５段階の評定に総括 

する。 

①関心・意欲・態度 

 

 

 

 

ファッションデザインの基礎、発想と表現法などについて関心をもち、そ

の充実向上を目指して意欲的に取り組むとともに、ファッションを創造的

にデザインするために必要な実践的な態度を身に付けようとしている。 

 

 

②思考・判断 ファッションデザインの基礎、発想と表現法などについて見直し、ファッ

ションを創造的にデザインするために思考し、適切に判断し、工夫し創造

する能力を身に付けている。 

 

 

③技能・表現 ファッションデザインの基礎、発想と表現法や、ファッションを創造的に

デザインするために必要な基礎的・基本的な技術を総合的に身に付けてい

る。 

 

 

④知識・理解 ファッションデザインの基礎、発想と表現法や、ファッションを創造的に

デザインするために必要な基礎的・基本的な知識を総合的に身に付けてい

る。 

 

 

○学習の過程で自己評価を実施しますので、自らの学習状況をチェックし、目標達成に努めましょう。 

 

 



【販売ﾋﾞｼﾞﾈｽ ３単位】  

学期 学習内容 学習のねらい 学習活動【評価方法】 

１ 

学 

期 

＜ﾌｧｯｼｮﾝ販売能力検定（３級）＞ 

〇Ａ科目［Ⅰ］ 

・ﾌｧｯｼｮﾝ販売知識 

・ﾌｧｯｼｮﾝ・ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ知識 

 ・ﾌｧｯｼｮﾝ販売業務 

〇Ｂ科目［Ⅰ］ 

 ・ﾌｧｯｼｮﾝ販売技術 

 ・店舗演出・ＶＰ展開 

 ・ﾌｧｯｼｮﾝ商品知識 

〇ﾌｧｯｼｮﾝ販売能力検定の

主旨を理解し、資格取得に

取り組む。 

 

〇テキスト（ﾌｧｯｼｮﾝ販

売３）を読み通しなが

ら、問題集（ﾌｧｯｼｮﾝ販

売能力検定試験問題集

／３級）を解き、内容

を確認し理解する。 

（学習状況観察） 

（検定取り組み状況） 

（定期考査） 

２ 

学 

期 

＜ﾌｧｯｼｮﾝ販売能力検定（２級）＞ 

〇Ａ科目［Ⅱ］ 

・ﾌｧｯｼｮﾝ販売知識 

・ﾌｧｯｼｮﾝ・ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ知識 

 ・ﾌｧｯｼｮﾝ販売業務 

〇Ｂ科目［Ⅱ］ 

 ・ﾌｧｯｼｮﾝ販売技術１、２ 

 ・店舗演出・ＶＰ展開 

 ・ﾌｧｯｼｮﾝ商品知識 

〇ﾌｧｯｼｮﾝ販売能力検定の

主旨を理解し、資格取得に

取り組む。 

 

〇テキスト（ﾌｧｯｼｮﾝ販

売２）を読み通しなが

ら、問題集（ﾌｧｯｼｮﾝ販

売能力検定試験問題集

／２級）を解き、内容

を確認し理解する。 

（学習状況観察） 

（検定取り組み状況） 

（定期考査） 

３ 

学 

期 

＜デザインの目的と発想＞ 

○デザインの目的と意義 

 

○デザインの目的と問題点 

 

 

○ﾌｧｯｼｮﾝﾃﾞｻﾞｲﾝの条件 

 

 

○目的と条件を満たしたﾌｧｯｼｮﾝﾃﾞｻﾞｲﾝ 

 

 

 

 

○何のためにﾃﾞｻﾞｲﾝする

のかを明確にする。 

○生活環境を取り巻く環

境と衣服について問題意

識をもつ。 

○快適性・自己表現・強調

と連帯感・衣服の管理と耐

久性等を知る。 

○目的に合った衣服をｲﾒｰ

ｼﾞ・ﾃﾞｻﾞｲﾝし、提案する。 

 

○ﾃﾞｻﾞｲﾝを総合的に捉

える。 

○今ある衣服のあり方

をもう一度見直して調

べてみる。 

○繊維素材や衛生的機

能、衣服構成などの基

礎知識を振り返り、ﾌｧ

ｯｼｮﾝﾃﾞｻﾞｲﾝのために必

要な条件を考える。 

（学習状況観察） 

（自己評価） 

  

 

 



【テキスタイル ３単位】 

学期 学習内容 学習のねらい 学習活動【評価方法】 

１ 

学 

期 

○校内にある天然（植物）染料を知る。 

 

＜染め物コース＞ 

○天然染料を使い草木染めをする。 

○数種の媒染液に木綿と絹を染める。 

○絞り染めをする。 

 

＜織り物コース＞ 

○機織り機を使った織りをする。 

・巻取り→綜洸通し→筬通し→製織 

 

○身近にある植物が天然

素材となる事を知る。 

 

○草木染めの方法と媒染

の効果を知る。 

○絞り染めの方法を知る。 

 

 

○機織りの方法を学ぶ。 

○植物を採取する。 

 

 

○草木染めをし、媒染

液を作って色の変化を

調べて標本を作る。 

 

 

○織り柄のﾃﾞｻﾞｲﾝを決

めて織り上げる。 

２ 

学 

期 

＜染め物コース＞ 

○機織り機を使った織りをする。 

・巻取り→綜洸通し→筬通し→製織 

 

＜織り物コース＞ 

○天然染料を使い草木染めをする。 

○数種の媒染液に木綿と絹を染める。 

○絞り染めをする。 

 

≪染め物・織り物コース≫ 

○産業教育ﾌｪｱに向けた作品を製作する。 

 

○機織りの方法を学ぶ。 

 

 

 

○草木染めの技法と媒染

の効果を知る。 

○絞り染めの技法を知る。 

 

 

○染め、織りを作品に効果

的に活かす。 

 

○織り柄のﾃﾞｻﾞｲﾝを決

めて織り上げる。 

 

 

○草木染めをし、媒染

液を作って色の変化を

調べて標本を作る。 

 

 

○染め・織りを取り入

れた作品を仕上げて、

ﾌｧｯｼｮﾝｼｮｰに出品する。 

３ 

学 

期 
≪染め物・織り物コース≫ 

○筒引きによる染色をする。 

・糊作り→ﾃﾞｻﾞｲﾝ→乾燥→染色→媒染 

 

○自由作品を製作する。 

 

 

○作品発表会 

 

 

 

 

 

 

○筒引きの技法を知る。 

 

 

○筒引きで染色した布地

を作品に活かす。 

 

○自他の作品の違いを知

り、互いに認め合う。 

 

○糊の作り方や防染の

方法を学ぶ。 

 

○小物類や簡単な被服

を製作して仕上げる。 

 

○作品を発表し、互い

で評価し合う。 

（学習状況観察） 

（定期考査） 

（提出物） 

（自己評価） 

 



【色彩 １単位】 

学

期 
学習内容 学習のねらい 学習活動【評価方法】 

１ 

学 

期 

○ オリエンテーション 

○ 色彩検定３級対策 

１．色彩と生活 

 ・色彩の働き 

２．色の表示 

 ・色の三属性と色立体 

 ・マンセル、ＰＣＣＳ 

３．光と色 

 ・照明、混色 

４．色彩心理 

 ・色の心理的効果 

 ・色の持つ視覚効果 

５．色彩調和 

６．ファッション 

７．インテリア 

８．環境 

○色彩の三属性と色調、配色の

基礎について理解させる。ま

た、色彩のもつｲﾒｰｼﾞや色に対

する感情など、色彩心理も扱

う。ﾌｧｯｼｮﾝｲﾒｰｼﾞと関連させな

がら、感性を高めるようにす

る。 

○ﾊｰﾓﾆｰとｺﾝﾄﾗｽﾄ、ﾊﾞﾗﾝｽとｼﾝﾒ

ﾄﾘｰ、ﾘｽﾞﾑとﾌﾟﾛﾎﾟｰｼｮﾝなどを取

り上げ、各要素をﾌｧｯｼｮﾝﾃﾞｻﾞｲ

ﾝを美しくまとめ上げることが

できるようにする。 

○夏季色彩検定で３級を取得

する。 

○教科書、ワークシー

ト、実験、実習、演習等

を通して、色彩の三属性

と色調、配色の基礎や色

彩のもつｲﾒｰｼﾞや色に対

する感情、色彩心理に関

する基礎的・基本的な知

識と技術を習得する。 

○夏季色彩検定で３級

を取得する。 

 

【学習状況観察】 

【ワークシート】 

【定期考査】 

【検定結果】 

【自己評価】【作品】 

２ 

学 

期 

○ 色彩検定２級対策 

１．色彩と文化 

 ・ヨーロッパと日本の色彩文化 

２．色の表示 

 ・オストワルト表色系、ＮＣＳ 

・ＸＹＺ表色系の入門 

３．光と色 

 ・光の性質 

 ・色覚説 

４．色彩心理 

 ・色の知覚的効果 

 ・心理的評価方法 

５．色彩調和 

６．色彩効果 

７．ファッション 

８．インテリア 

９．環境 

○３級で学んだ色の基礎に加

えて、新たな専門知識を身に付

ける。 

○色彩学を、文化・科学・心理・

調和・ﾌｧｯｼｮﾝ・ 

ｲﾝﾃﾘｱ・環境等の多方面から深

く具体的に学び、 

専門基礎レベルの内容を理解

し、身に付ける。 

○ｵｽﾄﾜﾙﾄ、ＮＣＳ、ＸＹＺ等の

表色系について学び、色を伝達

するための具体的使用方法や

慣用色名とその由来について

深める。 

○冬季色彩検定で２級を取得

する。 

○教科書、ワークシー

ト、実験、実習、演習等

を通して、色彩学の文

化・科学・調和・ﾌｧｯｼｮﾝ・

ｲﾝﾃﾘｱ・環境等に関する

基礎的・基本的な知識と

技術を習得する。 

○夏季色彩検定で３級

を取得する。 

 

 

 

【学習状況観察】 

【ワークシート】 

【定期考査】 

【検定結果】 

【自己評価】【作品】 

３  

学  

期 

○ １学期、２学期の復習 

 

○ パーソナルカラー診断 

 

○復習を繰り返し行い、実践的

な能力を育てる。 

○色についてのその他の知識

や見聞を深める。 

○色彩学を総合的にま

とめ、実践的な能力と態

度を身につける。 

【レポート】【学習状況】 

 



【企画 ２単位】 

学

期 
学習内容 学習のねらい 学習活動【評価方法】 

１ 

学 

期 

○オリエンテーション 

 

○商品企画販売実習に向けての取組 

・実行委員会の発足 

・ブランド名、ロゴの決定 

○マーケティング講座 

○商品企画 

・市場調査、情報分析 

・ターゲットの選定、コンセプト決定 

・商品名、デザイン決定 

○商品試作 

・商品企画中間発表 

・原価計算、価格設定 

 

 

 

 

○商品企画の過程や商品を生

産するために必要な条件につ

いて理解させる。 

 

 

○商品企画及び販売の基礎・基

本が習得できるようにする。 

 

○ファッション産業について

自ら学び、商品企画に主体的か

つ協働的に取り組むことがで

きるようにする。 

 

 

 

 

○商品企画、生産、流通、

販売の過程とそれに関

わる職種と役割につい

て考える。 

 

○ファッション産業の

仕組みや商品企画につ

いて理解し、商品企画の

ための情報を収集・整理

する。 

 

【学習状況観察】 

【提出物】 

【自己評価】 

【発表資料】 

２ 

学 

期 

○商品製作 

 

○セールスプロモーション講座 

 

○販売・接客講座 

 

○店頭での販売 

 

○成果発表会 

 

○商品の販売企画、商品構成、

販売活動、商品管理などの実習

を通してファッション産業に

ついて理解させる。 

 

 

 

 

○成果発表を行うことで、効果

的に表現する言語能力の育成

を図る。 

○消費者の購買意欲を

高める販売の効果的な

方法を考える。 

 

【学習状況観察】 

【提出物】 

【商品】 

【自己評価】 

【発表資料】 

 

３  

学  

期 

卒業作品発表会に向けての取り組み 

○ファッションショーの企画・立案 

・構成表の作成 

・音響、照明の検討 

・フィッター、進行係の決定 

 

 

 

 

○ファッションショーへの取

り組みを通して、ファッション

に関する内容を多方面から具

体的に学び、課題解決を図るこ

とができるようにする。 

 

○ファッションショー

を通して、課題解決に必

要な基礎的・基本的な知

識と技術を作品製作す

ることから習得する。

【学習状況観察】 

【自己評価】 

【作品】 

 


